
　　　　　　6．鑛　量
・双葉地区では丘陵地を貫く鉱脈で上部も下部も採掘困

難と認め，且つ探鉱坑道師採掘坑道なQで，推定鉱量の算

定しか望めない。双葉坑では上部へ10m，延長50mと見

倣し，本坑地区では，上部への弔均30m，延長を，100m

として算定し，本坑地区の一坑は脈一定せ擾ので，その

算定は差擦つ・たo　』　　　　　・　　　　　・　’

各鉱脈の推定鉱量は次の如くで易る。

　　　　延長　高低　脹幅　鉱石の　　鉱量
　　　　（m）　（m）　（m）　比重、　（t）
　、救葉脈50×10×1・0×2・7＝1・4×103

　大口脈 70×30×1．3×2．7＝7・4×103
　⇒本脈100×30×0．7×2．7＝5・プ×憲q3
　鉱生脈　100×20×LO×2・7，＝＄・1×103「

　　　　　　　　　合計　　・2．3×103
となり採掘及び選鉱の実牧率を60％とすれば，精鉱埋

藏量恭勺1万4千tと見込まれるo　’、　　．　　　　◆

　上記の算定は喜時の情況から行つたので，更に下部の

開発が進み，叉位の露頭で稼行可能のものが発見され瓦

ば当然鉱量は壇加するものである。

　　　　7．潰箆及び調査當時の情況、

　砦部鉱床は旧時石筆材を採掘した処より昭和湘年9・

月新に探鉱調査が行われ，東洋タルク株式会祉の創立を

見，向年11月より出鉱するに至つたQ月別産額は次の

通りQ

　　11月　12月　，1月，明　3月20迄
一 ．156t180七150t75t　105t、
　労務者は牛農で登録者50名，内出勤者36名（内選鉱・

婦10名）であつた。

鉱石は擦掘場から縣道迄約500mは杁詰にして人が負

ひ，これから方谷駅まで16kmを貨物自動車にて搬出・．

駅渡しで大阪方面へ責鉱していた。又一部の鉱石は新見

の製湯工場を借りて粉孫し費鉱していた。

　　　　　8．結語及び意見
　砦部の鉱床は鉱量滑石としては豊富とは言い難いが，

当分稼行には充分であり，鉱石の品位も優れているので’

関西方面の需要の幾割かは供給し得ると思考する。今後

　　　　　　　　　　　　　　　ン・ほ更に探鉱を進め露頭発見に努めるべきであろう。此処

で尤も支障となるは蓮搬で，特に現場から縣道迄の搬出

は短距離に狗わらず多額の費用を要するので，早急に貨

物自動車を乗入れの道路建設，種込場の建誰，出来得べ

くんば自家用製粉工場建設迄行うのが望ましい情灘であ，

つた。（昭和23年4月調査）
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昭和23年7月，徳島縣勝浦炭田を概査むたのでそφ

概要を報告するo

本淡田内1ヒ分布する淡砿は，東より次の如くである。

　徳島炭山　（石原産業：K・K・・試登2～77号）・』

　辰ケ谷炭砿　（矢間房太郎・採登60号）

　勝浦炭砿　（四國炭業：K．K。・試登1906号・他）

　高鉾炭砿　（宮本梅二郎・試登22弼号）

　編原炭砿　（橘井四郎・試登2虹1号），

　　　　2。位置・交遍及び地形
勝浦炭田ほ，徳島縣勝浦郡の中央を北東方向に洗れる

・39イ155）＼
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延びて分布している。之等の白墓紀層は非常に複雑な構

造を示し，從つてそれに賦存する爽炭層も亦極めて変化・

激しく，地質系統の決定，構造の到定が困難である上

にゅ鉱i業的には』採炭計画を建てる事すら殆んど不可能

に近いげ

之等の白墓紀暦は古生代り石英片岩及が緑泥片岩等の

上に不整含に乗つており，主として砂岩及び頁岩から成

り，下部には礫岩があるo

上述した様に，同炭田の地質ほ極めて複雑な形状を呈

しているので，構造上，西部，中部及び東部の三つに分

けて，各地区内の地暦を対比して見たq（第1表参照）

第1表勝浦炭田地暦対比表

　　　第1圖　勝浦炭田位置圖　、
　　ト
．勝浦川の中流地帯，生比奈村より編原村に亘る延

長10kmの踊を占めるo，曳与万分之一地形図は，．和

食・阿波富岡）

交通の便は比較的悪く，下流地轡の徳島炭山へ小

松島町より12km，最奥の福原炭砿へは22kmの聞

バス叉は石炭搬出用その他のトラ少，クを利用しな

ければならない。

当地域は四國中軸山脈の南東側に当り，’山岳地帯

　ヒであつて，’地形は一般に瞼岨である。、横瀬町西方ば

』＼’地
　＼、　域勝浦川盆地
系　　　 全般
　麺’＼1
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藤川頁岩層藤川頁岩暦藤川頁岩暦

藤川層一一
　　傍示砂岩暦

部　　＿
’
領 石統i立川暦

で稼蜘（肌7嶋）がそ砒その西倶唖1こ蠣版び・上部ジュラ縮嶋の難

藤川が小魏を造つている力棚ま殆んど山岳騰、古生刷　秩

古・請層

稼1勢山

砂岩暦
中小屋一三嘉

覇珊広安砂：層
岩暦：

立川礫岩周立川礫岩暦

で，その聞を流れる勝浦川は，一部は甚しく蛇行す、

るが，他は全体とし七急洗であり，西方より東方に

向つて潜々と流れ七いるo

　　　　　亀地、質
y勝浦川流域には下部白璽紀暦が発蓬しており，それ等、

は南北両方面から古生層1；挾まれて細長く，略々東西に

角一
貝『

砂
岩
暦・

立川礫岩暦

一＿一一一／一！／島の鞭

父　古　生　暦

　勝浦川盆地全般としては，最上部に上部白墓紀の宮倉

暦が見られるが，之は同州下流弱浦地方に発蓬するもの

で炭田醐で醗く之を欠いている・自ロ曝上音隔

’藤川頁岩暦で，それは二聾紀暦と逆断暦に依つて接して，

いる。換言すれば，これ等の白望紀暦が不整合に乗つて

　　　　　　　　ドき
　　　　　　　　r、　　／‘　　　　　　　　　，・ノ　　〆・ノ
　　　　　　．，。）　　　、
　　　　　　 ／名東君ザ
名西郡・　∫　　　㍉多家鮒
　　　　　¢＿．＿：＿．〆
　　　　！．ノ　　、’｝藤横繭生比奈村
　＾一，ノ＼　〆・ノ

＿／　）　　　高翻　 浦

　、へ．え．＿．ノ・一＿〆一

　〇一一km　　勇・賀郡一』
　　　　　　　　　ぐ

／’

　1響．，，／’

　立江町

大野村

魏2圖　勝浦炭田炭膿分、布囲

　　　　」

いるご錘紀の秩父古生暦が，。逆断

暦により，再び白璽紀暦の上に現

おれているのであるo

　　　　　　　‘以下各層毎に下位より説明すれ　ラ

ば

a）立川層
立川礫岩暦と呼ばれ，礫岩が極

めて目立つて㌔、・る。礫は，珪岩，頁　’

岩，砂岩等が主で，それを石友質の

砂岩でセメントしているσ所々に

砂岩叉は頁岩が挾まれ，との頁岩

磨に炭屠を含んでいる。蔦れが本

炭田の所謂「下暦群」である。礫岩

層自身が飽の層に較べて鑑較的安

40一（156）影

、



定しているので・．「下厨群」も律述するキ●中暦群に較べ’

れば比較的安定しているがプ炭丈は貧弱である。区域内

．では礫岩居の厚さは判然しないが，中部から西部へ戸・け

て300取垣上と考えられ，東部に至ると減少する様であ

る。分布は，西は白浦方面から古請・辰ケ谷を経て， 立

川の南方，勝浦川の本流に滑つて拡がり，更に横瀬町南

方ゑ過ぎて東方に延びている◎本暦下部は礫岩を塚つて

古生暦叉はジユラ紀の鳥の災暦と不整合1こ接してい、る・F

　b）羽浦麿
　勝浦淡田では主要な爽炭冒であり，砂岩と頁岩との互

暦より成右σ頁岩は暗黒色のものを主とし，砂岩は石荻

質物を多く含む。数枚の岩暦より成る炭層群（炭田では

坤麟」と呼ぶ）は傭附璋では最醗達し・勝蔽砿

．正木坑等の優秀なる鈎況を呈しているo古』講から杉山を

経て，横瀬・立川の北部を過ぎ，東方14分布するo

　e）藤川層
　麟村藤川に恥よく蕪し七いるので飾練旙
・のであり，暦厚は最大ち叩Omと推定されている◎帯青

黒色の壁開の多い頁岩を車として・所々細粒砂岩や礫岩

ーを挾んでいたり，互暦をなしている所もある。西は梅の

・木から傍示 ・藤川6福川及び横瀬町を経て・生比奈に到

るま紛布して柘・化石の含有は少贈§P解・鮮

砿炉稀に発見されるQ本暦は一般に物部川統上部す考、、
えられているよう鵠るが，一その上限蘇燃く解らて，

　いな、・。ギ部は綱粒砂岩・礫岩等が比鮫的多く，勝瀬炭

由黙この上輌暦を分け繍が出来る・第俵の傍示，

　砂岩厨g稼勢山砂岩層がそれであるが，東部郎ち生比奈

　地方に於ては1冠go廠砿の産出多く，そのヤ位暦の三

　角貝砂岩の上部と見なされている。広義の藤川暦‘δ下部

　部ち，傍示・稼勢山砂岩層は石炭暦を挾有し・当淡田に

　於けるr上暦群」をなしている。・表暦単くの岩質は頁岩で

　あることが多い0

　　　　　　　4．炭毛　層
　　　　　　　　　　　　　　　　モ　当炭田の炭厨は上述の如く，上・中・下三暦群より成、

る・即ち藤輝物上厨群翅湘中卿騨及牧
　川暦中の下暦群であるo

　晦酪鵬とそ嚇行矯との関係齢駿の鋤，
　である。

　一囎は搬緋常に働て居り・膨縮魎めて甚しく・’
　一局部的には数血に達する厚さを有するが，少しはなれる

　と数eln噂に減少すると云づたように・全く安窺した屠厚を

　亀たない。その上，「支版」とも云える炭厨の枝が各所に

　匙おリジぞれが麟炭腰平行に走つて・倣の炭暦
　・が昇枚にも3枚にも見客，枚数の決定が伸々困難な場倉

　が多い。一例を図示すると第3図の如くである己

第2表　区域内各炭鉱と稼行岩暦群一鷺表

　　　（昭和23年7月現在）

＼伊，暦群
徳島炭山
．辰ケ谷炭砿

勝浦炭砿
高
， 鉾炭砿
旙原炭砿

○

×・

△

。△

○

中暦副

○

’
×

O一

〇

△

下暦群・

△

O
△

x
×

』○は稼行中のもの

’△は嘗つて稼行さ縮たもの及び発早されて

　未だ稼行されていないもの
F
×
は
賦 存：の発見されていないもの

糞嚢窪嶺

圏睡ヨ．曄ド尋㍉※識暑・！・
筑　・冒ξ項頁岩型　岩

　　第3圖’高鉾炭鑛に於ける中騨の一露頭．

　　　　　　5。濃　質　，
淡質に関して、2つの問題がある。邸ち1一発熱量の不足・、

と，勃炭茄極めて多い事である6

、まず，分析を示せば次の如くである。　・

　　　、第3表　勝浦衆田石淡分析表』
　　（配炭公團大阪分析所23年6月分析）

袴島剴込炭
・〃　　『低品位炭
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第4表辰ケ谷炭分析値
（別子鉱業所22、年5月分析）F
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第5表　徳島炭分析値（尼ケ崎製鉄所22年5月分析）’

、／1『r｝」、、水塗

・上暦副・・78
1
中 暦群1ユ。44、
工暦群しL73

深塗」携分．．固墾茎

48。02　　　　　19。80　　　　　30．40

52．36　　　　　19．50　　　　　26．70

51。88　　　　　19．55　　　　　26．84

㌧鍛剃㌦黄
47093

3，883

4，254

1．76　－

1。80

1，85

第6表　勝浦（炭砿）淡分析値 甚純炭（コ揮発分＋固定炭素）
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あろう。

　　　7，鑛業概況
a）　沿：輩　勝浦盆地に石炭のあ＿

る事は古く蜂須賀藩の時代から矯

られており，軍般及び塩』業に利用

された様である。その後永い聞，殆

んど開発されずに終つたが，終職『

後の石炭不足に曄じて，現在では

五っの炭砿が採炭を行りている。

め），採炭　極めて幼稚で弘主と

して手掘に依るじ徳島炭砿のみ50‘

，之等の分析値より見れぱ，次分多く，．発熱量が比較的

少い。　　　・　　　　　　　　し
更1こ本炭田石胞喜ば漁幅理臨その大部分識

粉状であるからである。之は既に述べた通り，炭層生威

後の大きな地殻変動に依り，非常にもめている爲で，微臼

粉状石炭中には，荻分や他の岩石の細粉が多く混在して

いる。これほ顯微鏡下で見る事が出来る◎

之等不良質炭に対して，今後考えなければならない事

は，必然的に選炭と加工であらう。選炭に対しては種々

の方法が考えられるが，目下各炭鉱とも簡箪な手選と箭

分けし：か行つていない。：文加工（煉炭・豆炭・タドン等

の製造）は有利な方法と思われるが，未だどの炭砿も行

つていないo

　、　”　　　6．炭　量
・今回の調査は石炭騰が当・炭田の炭量計算をするのが目

的の一つであつて，右炭廃からは坊城俊陣氏が来山し，

主として炭量計算に当つた爲，筆者は自から計算を行わ’

なかつた。』

参考までに既往の計算値を列記すれば次表の如くであ

る6・　　、1

　　　第7表勝浦炭田炭量計算一覧表

ため，アセチレソラ、ソプが用いら

れている。而して，本淡田地幣は

甑述の通り，非常にもめているの

で，地盤が悪く，坂道保持には非常な労力と資材とを要．

求されている。　　　　　　　　　　　　　　　　．
C）選僕，目ヤ機械選炭の設備なく・坑内より搬串し

た石炭を手選と節分けにより，廃石を取り除いている。

当炭田の石炭は就述の通り，次分その他の混雑物多く，

今後は，水選その弛の適当な方法を考えて，肇熱量の向

上を計らねばならないo

d）輸蓬　小松島へのトラック道路の粗末なことは生

産隆路の一つであるo

e）生産實績　本炭田の生産実績を示せば次表の如．

しo』

　　第8表勝浦炭田出炭実績表（軍位屯）

調堅査者

四國商工局

炭砿側
早川淡二氏

石炭聴

予裡炭量

120×104t
55σ×10｛t

154×104t

備 考

詳細な基礎不明

算出基礎不明

徳島炭山地区は除かれている

坊城俊厚に依る今回の調査ゐ
結果，詳細は石炭聴にある

昭和18年度

　19年度
　20年度
　21年度
　22年度
23年4月分
　5月分
　6月分
　7月分

　計

鶴随谷i繍
1611・35F
3，964卜761

7，。73レ、421

160×104t

4・735i

8，23δ1

700

7－2

742

733

、3ぎ4

75

75

95

95

高鉾

67212，637
80／500
　1

0　622201551．

60　192

858

246

283

121

135

福原

30

計

1｝

一
2 71

4，115

7，31α

5，214

12，400・

1，526・

1ン617－

1，434

1，15（＞

210・
・
ひ1 5011271ひ」

導　　　　いずれも確定推定炭量は算出困難で予想炭量であるが

　　準均して，百数拾万漣と考えれば大きな聞違いはないで

・一一一
注意　昭和18年度とは18年4月より19年
　　3月までを云う，以下同じ。）

　　　　　　8．結、語　　　　　　　　　　　　　　　な既述の如く．，本炭田は，その発見比較的古く，特に石

炭の少い四國地方の炭田≧して・過去いずれの時代にも
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注目されて来たものには違いないが，未だ匠充分開発さ

れないのは，その淡質の不艮が最も大きな原因の一つで

あろう。炭質さえ向上させれば，交通の不便は問題にな

らない。，故に本炭田の今後に残された大きな問題は選炭1

であるo本炭田の将来は・全くこれ9成吻か否かに掛つ

ていると云って「も過言ではない（23年1月稿）

　　　　　　＼

553．94：1550．834（謝）
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　　　　　　　要　　約
乳昭和23年7月初旬より10月下旬に亘る期聞においヤ
㌧
て
，
北
海道夕張市清水沢～沼ノ沢地域に於て地震探鉱を

実施した。

　地形の関係上延長約5km及び3k胆．の二測線・並び

に延長2kmの補助測線を選定し得たに過ぎないが，ぞ

の結果次の様な結論を得た。師ち

1・調査区域内に於ては全体として2・0～2・2km／sec，

　2．9km／see，3・5’一3・8kH1／secの三つの速度暦のある事・

　が分つた。

2．地質の暦序に之等を対比させれば2・0～2・2k・・≦／se・・

　厨，2・9km／see暦は幌内頁岩暦に，3・5～3・8km／sec

　暦は羊歯砂岩暦に対懸するものと考えら航る。

3．全体の構造（上層下層の境界面）は調に浅く南に深く

　なつている。走向は大体南北である。

4・、断鰍構造の存在を確認した・、、

　なお本調査により問題になつていた幌内頁岩暦と羊歯

砂岩暦との境界面に相当するものが得られた事は注目す

可きである。　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　1．鱈　言
　調海道石狩炭田夕張地区に於ては現在迄多年に亘つて

良質の石炭が採掘されて来たが，この地域に続く夕張市

内南方溝水沢～沼ノ沢地域の開発が問題になつて来たの

で，こめ地域の第四紀層下の地下構造（層序）を知る必要

に迫られ，こ扇こ今回の地震探鉱を実施する事になつた

のである。な率この調査は北海道炭鉱汽船株式会杜より’

の依頼に感じて行われた調査であつて，同肚地質調i査所”

長高尾彰李氏並びに祉員の方々より與えられた援助に対

し感謝の意を表する次第である。

　　　　　2。調査員及び調査類問

　調査は筆者の外，小尾中丸，平沢清，古谷重政により

叉測量は磯巳代治，桑形久夫により行われた。その他北1

海道炭鉱汽般株式会肚肚員及び夕張工業高等学校生徒等

30名の感援を得た。調査期問は昭和23年7月初旬より

同年10月下旬に至る百余日・間である。

　　　　　　3．．位置及び交通
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